
 

 

「旧佐橋家住宅」の国登録有形文化財への登録について 

 

 西つつじケ丘一丁目に所在する「旧佐橋家住宅」について，令和４年７月

２２日，国の文化審議会は文部科学大臣の諮問に対し，国登録有形文化財（建

造物）に登録するよう答申しました。今後，１１月に予定される官報告示を

もって正式に登録されます。 

 

１ 所在地 

  調布市西つつじケ丘１丁目２７番地 

２ 建築年代 

  昭和１１年（１９３６年）建築 

３ 登録名称 

 (1) 旧佐橋家住宅主屋
しゅおく

 

 (2) 旧佐橋家住宅門 

４ 所有者 

  個人 

５ 特徴・評価 

  旧佐橋家住宅は，西つつじケ丘１丁目の甲州街道沿いに所在する茶室付

の和風住宅である。施主である佐橋
さ は し

関次郎
せ き じ ろ う

（１８６８年～１９３６年）は，

茶道（松尾流）や華道，俳句などに長け，台湾の総統府で皇族などの接待

係を務めていた。帰国後，現在の中野駅近くに居を構え，俳句やお茶など

を趣味として過ごしていたが，中野周辺の都市化が進むにつれ，喧騒を避

けるため，昭和１１年，現所在地に茶堂と生活が一体となった終の棲家を

自ら設計した。 

  建物（主屋）は切妻造り，桟
さん

瓦葺
がわらぶ

きの木造二階建てとなる。玄関から仏

間，茶の間，寄付
よりつき

の三方に動線を分けて平面に工夫を凝らし，船底天井茶

室など，平面と空間構成に創意工夫があると評価され，国登録有形文化財

に登録されることとなった。 

  昭和３７年（１９６２），東京オリンピックに伴い行われた甲州街道拡幅

工事の際に，主屋及び門は北方向に曳家されている。 
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令和4年7月22日

文化審議会の答申(登録有形文化財(建造物)の登録)

さとうまこと

文化審議会(会長　佐藤　信)は､令和4年7月22日(金)に開催され

た同審議会文化財分科会の審議･議決を経て､新たに1 36件の建造物を登

録するよう文部科学大臣に答申しました｡

この結果､官報告示を経て､登録有形文化財(建造物)は13, 546件

となる予定です｡

1.今回答申された登録有形文化財(建造物)の概要

新規登録 凩ﾘﾇb�

登録件数 ��3b�13,546 

関係都道府県数 �3"�47 

関係市町村(区)敬 田��1,002 

⊃時代別(件) 

江戸以前 冖韭��大正 傴ｩ���計 

新規登録 �3r�36 �#"�41 ��3b�

累計 �"ﾃC���4,267 �"ﾃsC��4,112 ��2ﾃSCb�

J性別(件) 

産業 劍ﾏ�,｢�官公 庁舎 乂xﾕ｢�生活 関連 兌h峇�Y�2�住宅 做�ｻ2�治山 治水 ��ﾂ�計 

1次 �(鶯�3次 

新規 釘�7 ��R�0 �2�5 ���3 田2�36 ���0 ��3b�

累計 ��#2�1,419 ��ﾃc釘�513 �#C��422 �33r�463 澱��c2�1,964 �##2�85 ��2ﾃSCb�

建築物 �7冦易ﾉ�)Z��その他の工作物 佗b�

新規登録 �����1 ��b�136 

累計 ���ﾃsS"�664 �"ﾃ�3��13,546 
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NO. 冖ﾈ��所在地 佶ｩ�ﾙD��2�特徴など 舒顏��種別 舒顏��

17 从ﾈｽｈ*�+H-ﾒ�h���5云ﾈﾉ8甁�壺�千葉県印播郡 匪(hｯ｢�:���ﾙ'｢�3#亜ﾂ�佐倉街道酒々井(しすい)宿に所在する醤油や茶を扱った商家○重厚な土蔵造りで､一階 ���産業3次 佶ｩ'ｩZ��酒々井町 刎�艫3�昆'｢�正面格子戸で内部は土間とミセ､二階正面は手摺り付の開口として内部は床構え付きの広 い座敷とするo賑わった街道の歴史的景観を伝える豪壮な店舗o 

18 亰H皐徂��韶X壺�東京都世田谷 �3R�住宅街に所在する洋館付二階建和風住宅○玄関を東面道路に向け､玄関脇に洋館､東西 �"�住宅 佶ｩ'ｩZ��区 剪�L下の平面とする○中央続き間座敷東西の階段は動線を公私に分け､各所に覗き窓を配 し､要人の応接に備えるo 

19 �ｩ69?ｨｴ��9�ﾈｴﾉD�Y;��東京都杉並区 �3�"�:��R�:�8ｯ｢艫�(淞�堀之内妙法寺西方にある立正高等女学校の鉄筋コンクリート造講堂o全体に装飾排して時 �"�学校 佶ｩ'ｩZ��倭 ��9�ｨ/�麌+x*ｪH棈ｯ�+弌H.�,ﾙJｨｧ��ｸ.(7H4�988�486x,Y��ﾋX+x.鑓ﾗY;�,ﾈｷ���,ﾘｬ佛溢�,ZC"�､ｹ�閏ﾙlｨ,ﾘ苓ﾌｨ/�V�*ﾖ��

20 从ﾉL(･�h��韶X壺�東京都足立区 �3�2��r�#(淙�2�千住宿の日光.水戸街道分岐に位置する洋館付二階建て和風住宅o入母屋造りの玄関脇 に設けた洋館は､切妻造りフランス瓦葺きで台形出窓が清酒○街道沿いの伝統的景観を形 成し､現在､料理店として活用o �"�住宅 佶ｩ'ｩZ��

21 从ﾉ�I��59F�4��東京都武蔵野 �3��A.レ-モンドが設計した実業家の邸宅o屈曲した東西に長い平面で､外観は水平連続窓と �"�住宅 佶ｩ'ｩZ��市 凾ｷるoキャノピーを差し出した玄関にはスリットを入れた曲面壁の階段室を構え､コンクリート 造形の可能性を追求したo 

22 从ﾈﾛ(ｻH徂��韶X壺�東京都調布市 �6ﾆﾂ�:�3x昆'｢�:��淙�2�数寄者(すきしや)が自ら設計した茶室付きの和風住宅o玄関から仏間､茶の間､寄付の三 方に動線を分けて平面に工夫を凝らし､舟底天井茶室など､平面と空間構成に創意工夫が あるo表門は甲州街道に開くイ宅びた外露地門で､背後に主屋の茶室-飛石を延ばすD敷地 全体で数寄者の理想を表現するo �"�住宅 佶ｩ'ｩZ��

23 从ﾈﾛ(ｻH徂��駭R��6ﾆﾂ�:�3x昆'｢����住宅 儘萎ﾉZ��

24 冏ｸｦ�ｹgｹ;��神奈川県鎌倉 市 匹�"�若宮大路の東に位置する日蓮宗寺院0本堂は桁行七間､梁間七間､正面に軒唐破風の向 拝を付すo小屋組はトラス組として軽量化を図るo棟梁は十代伊藤平左衛門が務め､建立 (こんりゆう)直後の関東大震災を乗り越えたo客殿は本堂東正面の南側に並び､入母屋造り の式台玄関を付し､銅板葺きの庇を三方に巡らすo内部は10畳の座敷を三重並べ､本堂側 を上座敷として床構えを設けるo庫裏は切妻造り桟瓦葺きの東西棟で､入母屋造りの玄関を 付す○内部は四室を田の字に配し､南西間を床構え付き座敷とする0本堂北の分骨堂は日 蓮上人の分骨を納める廟堂で､方一間の身舎に裳階を付すo鐘楼は本堂の北東､石橋基 壇上に建ち､干支の透彫欄間等､装飾豊富な鐘楼o手水舎は本堂の東にあり､欄間を龍や 鳳鳳の彫刻で飾る等､′｣､規模ながら質の高い彫刻で華やかに飾る○楼門は､伽藍東辺の夷 堂橋(えびすどうばし)西話にある門○下層両脇間に金剛力士像を安置し､上層は一室の板 敷､鏡天井とするo大門は伽藍北辺の′｣､路に開く高麗門で門扉を省略するo装飾施した二 段の絵様肘木や板暮股等の木柄太く､寺院の風格を示すo昭和の造営は本堂の副棟梁堀 田太吉によるもので､関東大震災後の伽藍復興の様相を伝えるとともに､鎌倉の歴史的風 致を形成する○ �"�宗教 佶ｩ'ｩZ��

25 冏ｸｦ�ｸｷ�6���3R����宗教 佶ｩ'ｩZ��

26 冏ｸｦ�ｸﾌ凛���9��｢����宗教 佶ｩ'ｩZ��

27 冏ｸｦ�ｹZｨﾙﾉ;���3R����宗教 佶ｩ'ｩZ��

28 冏ｸｦ�ｸ�����3b����宗教 儘萎ﾉZ��

29 冏ｸｦ�ｸ詹�X���9��｢����宗教 儘萎ﾉZ��

30 冏ｸｦ�ｹ�nR����ﾓ"��ゴR碇ﾓ�ｩ'｢艫#R�淙�2����宗教 佶ｩ'ｩZ��

31 冏ｸｦ�ｹ�YnR��9��｢����宗教 儘萎ﾉZ��
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